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北名古屋市議会　 〒481-8501 愛知県北名古屋市熊之庄御榊60　TEL 0568-22-1111　FAX 0568-23-3140

○時間：午前10時〜
○場所：市役所東庁舎4階
●�委員会の傍聴を希望される方は、当日、午前9
時30分から午前9時45分までの間に傍聴受付を
お済ませください。

●�委員会の傍聴定員は10名です。先着順で受付
を行います。

●日程等は、変更される場合があります。

※�傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へお
問い合わせください。

6月　2日（火）本会議
6月11日（木）本会議（一般質問）
6月12日（金）本会議予備日
6月15日（月）予算特別委員会
6月16日（火）福祉教育常任委員会
6月18日（木）建設常任委員会
6月19日（金）総務常任委員会

6月22日（月）鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会
6月25日（木）本会議

請願・陳情の受付について
第2回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、5月22日（金）の午
後5時（予定）です。詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

第２回定例会日程（予定）

議決された議案�  2P
委員会における
　　　審査報告�  6P
代表質問�  13P
個人質問�  17P

平成27年

第１回定例会

題字は、菊田梨沙さん（白木小学校6年）の作品

北名古屋市文化勤労会館



　
今
定
例
会
は
、
平
成
27
年
度

北
名
古
屋
市
の
一
般
会
計
・
特

別
会
計
予
算
案
7
件
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
案
6
件
、
条
例
案
27
件
、

そ
の
他
2
件
を
含
む
42
議
案
を

上
程
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
3
月

4
日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
、

所
管
す
る
特
別
委
員
会
及
び
常

任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
審
査
を

付
託
し
た
。

　
そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
を
慎
重

に
審
査
し
、
3
月
19
日
開
催
の

本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
長
か

ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
議

員
提
案
に
よ
る
議
案
1
件
及
び

意
見
書
案
1
件
を
提
出
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

平成27年度 
一般会計予算など44議案を可決

▽�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
当
初
予
算

2
8
8
億
4
，
2
0
0
万
円

対
前
年
度
当
初
比

8
・
6
％
増

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
、

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、

「
福
祉
・
医
療
の
充
実
」、「
教

育
の
充
実
」、「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
く

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

平成27年度予算
会 計 名 予　算　総　額

一 般 会 計 288億4,200万円

土 地 取 得
特 別 会 計 3億4,900万円

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 94億600万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 9億3,300万円

介 護 保 険
特 別 会 計 44億4,200万円

西 春 駅 西 土 地 区 画
整 理 事 業 特 別 会 計 3,300万円

公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計 23億4,800万円

合 計 463億5,300万円

土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

　
沖
村
西
部
地
区
に
、
調
整
池

機
能
と
ス
ポ
ー
ツ
機
能
を
兼
ね

備
え
た
多
目
的
施
設
を
整
備
す

る
用
地
を
取
得
す
る
た
め
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
被
保
険
者
数
の
減
少
や
疾
病

構
造
の
変
化
及
び
医
療
技
術
の

向
上
に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
勘
案
し
た
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療特

別
会
計
予
算

　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
被
保

険
者
数
の
増
加
な
ど
を
勘
案
し

た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
安
定

し
た
介
護
保
険
制
度
の
運
営
を

図
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
回
定
例
会

第一回定例会は2月23日から3月19日
までの25日間を会期として開催した。

予　

算
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平成27年度主要事業
子ども・子育て支援新制度への対応 7,600万円

児童クラブ室新設 1億2,888万円

在宅医療の連携強化 291万円

民間住宅の耐震化の促進 3,879万円

ふれあい交番の移設 566万円

都市緑化の推進 800万円

企業立地・企業誘致の推進 1,491万円

外国語教育の充実 4,308万円

小・中学校体育館の整備 6億2,206万円

西庁舎分館の建て替え 9億3,898万円

市民協働の推進 284万円

※1万円未満は切捨て

西
春
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
予
算

　
平
成
28
年
度
の
事
業
完
了
に

向
け
て
、
出
来
形
確
認
測
量
や

検
地
計
画
作
成
等
を
実
施
し
、

本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業特

別
会
計
予
算

　
公
共
下
水
道
の
継
続
的
な
整

備
に
よ
り
、
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
環
境
に
改
善
す
る
と
と
も

に
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

給与表 給与水準の平均2％引き下げ

地域手当支給率 3年間かけて、段階的に3％から6％に変更

単身赴任手当
支給額

区分 改正後 改正前

基本額 30,000円 23,000円

距離に応じた
加算額 70,000円 45,000円

※再任用職員も支給対象とした。

管理職員特別
勤務手当

1�　週休日または祝日、年末年始などにおける勤
務において、勤務1回につき8,000円または
12,000円を8,500円または12,750円に引き上げ
2�　平日の深夜（午前0時から午前5時まで）に勤
務した場合、勤務1回につき4,300円を支給する

勤 勉 手 当
支 給 率

支給区分 改正後 改正前

6月 75／100 67.5／100

12月 75／100 82.5／100

年間 150／100 150／100

会計名（平成26年度） 補正額 予算現額

一 般 会 計 2億2,951万6千円減 269億9,691万2千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,916万2千円減 84億5,440万5千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,493万2千円減 8億6,159万6千円

介 護 保 険 特 別 会 計 1億1,629万円減 40億7,738万5千円

西春駅西土地区画整理事業特別会計 増減なし 8,013万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5,160万円減 19億1,647万9千円

補
正
予
算

条　

例

▽�

北
名
古
屋
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
北
名

古
屋
市
職
員
の
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
を
行
っ
た
。

北名古屋市議会だより3
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改正後 改正前
市 長 97万7千円 93万円
副 市 長 80万円 76万円
教 育 長 71万円 68万円
統括参事 70万円 67万円
議 長 52万5千円 52万円
副 議 長 47万円 43万円
議 員 43万1千円 41万円

名称 活動場所 定員
五条ほほえみ
児童クラブ 五条児童クラブ

室内

40人

五条ゆめっ子
児童クラブ 40人

鴨田ほほえみ
児童クラブ 鴨田小学校内

35人

鴨田ゆめっ子
児童クラブ 35人

▽�

北
名
古
屋
市
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽�

北
名
古
屋
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

▽�

北
名
古
屋
市
統
括
参
事
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
▽�

北
名
古
屋
市
議
会
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
北
名
古
屋
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
次
の

と
お
り
引
き
上
げ
た
。

▽�

北
名
古
屋
市
児
童
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

　
五
条
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
場

所
を
五
条
小
学
校
校
舎
内
か
ら

新
た
に
建
設
さ
れ
た
児
童
ク
ラ

ブ
室
へ
、
鴨
田
児
童
ク
ラ
ブ
の

活
動
場
所
を
九
之
坪
児
童
館
か

ら
鴨
田
小
学
校
校
舎
内
と
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
ク

ラ
ブ
を
学
年
で
2
つ
に
分
け
、

2
ク
ラ
ブ
制
と
し
た
。

▽�

北
名
古
屋
市
総
合
運
動
広
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
新
設
に
伴
い

隣
接
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
一

帯
と
す
る
総
合
運
動
広
場
（
二

子
西
の
町
1
番
地
）
を
管
理
す

る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
た
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
が
行
わ
れ
た
後
、
3
月
19

日
の
本
会
議
に
お
い
て
所
管
委

員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、

採
択
の
結
果
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
た
。

請
願
名

　
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
の
取
り
消
し
を
求
め

る
請
願
書

結
果

　
不
採
択

第
一
回
定
例
会
審
議
日
程

2
月

23
日（
月
）

本
会
議

　�

開
会
、会
議
録
署
名

議
員
の
指
名
、会
期

の
決
定
、諸
般
の
報

告
、請
願
提
出
、議
案

の
上
程
、提
案
説
明
、

特
別
委
員
会
の
設
置

24
日（
火
）

　
〜

3
月
1
日（
日
）
議
案
精
読

2
日（
日
）
議
会
運
営
委
員
会

3
日（
火
）
議
案
精
読

4
日（
水
）
本
会
議

　�

諸
般
の
報
告
、質
疑

議
案
の
委
員
会
付
託

　
一
般
質
問

5
日（
木
）

　
〜

8
日（
日
）
議
案
精
読

9
日（
月
）
予
算
特
別
委
員
会

10
日（
火
）
予
算
特
別
委
員
会

11
日（
水
）
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

12
日（
木
）
建
設
常
任
委
員
会

13
日（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

14
日（
土
）

15
日（
日
）
議
案
精
読

16
日（
月
）
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事

業
等
検
討
特
別
委
員
会

17
日（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

18
日（
水
）
議
案
精
読

19
日（
木
）

建
設
常
任
委
員
会

本
会
議

　�

諸
般
の
報
告
、委
員

長
報
告
、質
疑
、討
論
、

採
決
、追
加
議
案
の

上
程
、議
案
の
委
員

会
付
託

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

　�

委
員
長
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
、追
加
議

案
の
上
程
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
、閉
会

グラウンド・テニスコート使用料

区　分 単　位 使　用　料

グラウンド 2時間30分
1,200円（全面）
　600円（1/2使用）

テニスコート 2時間 　540円（1コート）

※市内在住・在勤・在学以外の方の、使用料は1.2倍の額

照明設備使用料
区分 単位 使用料

グラウンド 30分 1,440円（Ⅰ類66灯）
1,320円（Ⅱ類36灯）
1,230円（Ⅲ類27灯）

テニスコート 1時間 　220円（1コート）
Ⅰ類：軟式野球　Ⅱ類：サッカーほか　
Ⅲ類：ソフトボール、少年野球
※�市内在住・在勤・在学以外の方の、使用料は1.2
倍の額

請　

願
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年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に
関する意見書

　公的年金は高齢者世帯収入の7割を占め、6割の高齢者世帯が年金収入だけで生活して

いる。また、特に高齢化率の高い都道府県では、県民所得の17％前後、家計の最終消費支

出の20％前後を占めているなど、年金は老後の生活保障の柱となっている。

　そのような中で政府は、成長戦略である日本再興戦略（2013年6月14日閣議決定）など

において、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）に対し、リスク性資産割合を高める

方向での年金積立金の運用の見直しを求めている。年金積立金は、厚生年金保険法等の

規定に基づき、専ら被保険者の利益のために、長期的な観点から安全かつ確実な運用を

堅持すべきものであり、日本経済への貢献が目的ではない。まして、GPIFには保険料拠出

者である被保険者の意思を反映できるガバナンス体制がなく、被保険者の意思確認がな

いまま、政府が一方的に見直しの方向性を示すことは問題であると言わざるを得ない。

リスク性資産割合を高め、年金積立金が毀損した場合、結局は厚生労働大臣やGPIFが責

任をとるわけではなく、被保険者・受給者が被害を受けることになる。

　こうした現状に鑑み、国会及び政府においては、下記事項を実施するよう強く要望する。

記

1 �　年金積立金は、厚生年金保険法等の規定に基づき、専ら被保険者の利益のために、長

期的な観点から安全かつ確実な運用を堅持すること。

2 �　GPIFにおいて、保険料拠出者である労使をはじめとするステークホルダーが参画し、

確実に意思反映できるガバナンス体制を構築すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成27年3月19日

愛知県北名古屋市議会

衆議院議長　町　村　信　孝　様

参議院議長　山　崎　正　昭　様

内閣総理大臣　安　倍　晋　三　様

厚生労働大臣　塩　崎　恭　久　様

　議員提案により提出された、年金積立金の安全かつ確実な運用を堅持することを求
める「年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見
書」は、「全員賛成」で可決した後、関係機関へ提出した。 意

見
書

北名古屋市議会だより5
平成27年５月１日（45号）



審査報告①

▼�

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）

質
問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
を
一
過
性
で
終
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
考
え

は
。

答
弁
　
こ
の
事
業
は
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
、
消
費

者
へ
の
消
費
拡
大
及
び
小
規
模

事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
行
う
も
の
で
あ
り
、
平
成
28

年
度
以
降
は
、
事
業
効
果
を
見

な
が
ら
財
政
の
許
さ
れ
る
限
り
、

商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
調

整
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問
　
空
き
家
対
策
は
、
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
具
体

的
な
調
査
内
容
及
び
対
策
の
進

め
方
は
。

答
弁
　
経
営
企
画
課
が
市
内
の

空
き
家
数
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
行
っ
た
あ
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
児
童
生
徒
英
語
力
推
進

事
業
は
、
各
小
学
校
の
教
室
を

利
用
し
て
行
う
の
か
。

答
弁
　
市
内
各
小
学
校
区
の
全

児
童
館
で
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
開
催
方
法
は
、
N
P
O
法

人
な
ど
に
委
託
し
、
平
成
27
年

5
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
ま
で

の
間
で
、
夏
休
み
、
冬
休
み
を

除
い
た
土
曜
日
の
午
前
中
で
、

約
30
回
程
度
開
催
す
る
。
対
象

者
は
、
定
員
を
20
名
程
度
と
し
、

小
学
校
3
・
4
年
生
の
希
望
者

を
予
定
し
て
い
る
。

▼�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

質
問
　
地
方
消
費
税
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
消
費
税
の
増
税
に

よ
り
交
付
金
が
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
地
方
交
付
税
は
、
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
地
方
消
費
税

率
が
1
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
1
・

7
パ
ー
セ
ン
ト
に
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、

法
の
制
度
に
よ
り
社
会
保
障
経

費
に
充
て
る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
額

に
つ
い
て
は
、
法
人
市
民
税
の

増
加
に
伴
い
、
旧
西
春
町
分
の

普
通
交
付
税
が
不
交
付
と
な
る

た
め
、
減
額
を
見
込
ん
だ
が
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
、
年
度
間
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う

予
算
措
置
を
行
っ
た
。

質
問
　「
給
食
も
食
育
の
一
環
」

で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
、
給

食
費
を
値
上
げ
す
る
必
要
は
な

い
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
平
成
26
年
度
の
給
食
費

は
、
保
護
者
か
ら
の
負
担
金
で

補
え
な
い
約
1
千
万
円
を
本
市

の
一
般
会
計
か
ら
補
填
し
て
い

る
。
平
成
20
年
4
月
以
降
、
7

年
間
、
給
食
費
を
据
え
置
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
。
こ
の

間
、
食
材
が
8
・
42
パ
ー
セ
ン

ト
物
価
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
値
上
げ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
食
育
と
い
う
面
も
大
変

重
要
視
し
て
お
り
、
成
長
期
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
食

事
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

実
施
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
漏

え
い
に
対
す
る
対
策
は
。

答
弁
　
デ
ー
タ
の
管
理
を
一
括

し
て
行
わ
な
い
仕
組
み
に
構
築

す
る
な
ど
、
工
夫
さ
れ
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
施
さ
れ

て
い
る
の
で
心
配
な
い
と
考
え

て
い
る
。

〜主な議案質疑の
　　内容を紹介します〜

　予算特別委員会：平成26年度一般会計補正予算（第4号）
　　　　　　　　：平成27年度一般会計予算

予
算
特
別
委
員
会
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委員会における

質
問
　
非
常
勤
職
員
数
が
、
平

成
26
年
度
は
、
6
6
4
名
、
平

成
27
年
度
は
、
6
8
0
名
で
16

名
増
員
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
雇
用
は
、
ど
の
よ
う
な
傾
向

と
な
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
非
常
勤
職
員
の
雇
用
に

つ
い
て
は
、
再
任
用
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
増
員
は
、

保
育
職
や
調
理
員
な
ど
で
あ
り
、

一
般
事
務
に
お
い
て
は
、
増
加

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
更
新
及
び
西
庁
舎

分
館
の
建
設
に
伴
う
電
算
室
の

移
転
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
の
か
。

答
弁
　
12
月
9
日
の
分
館
の
竣

工
に
合
わ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
新
及
び
電
算
室
の
移
転
を

行
う
予
定
で
あ
る
。ま
た
、サ
ー

バ
ー
1
0
0
台
の
移
設
に
は
、

時
間
を
要
す
る
た
め
、
11
月
20

日
ご
ろ
か
ら
、
業
務
に
支
障
が

な
い
、
土
曜
日
や
日
曜
日
を
使

い
、順
次
、更
新
と
確
認
を
行
い

な
が
ら
進
め
、
年
末
年
始
の
休

業
期
間
を
利
用
し
て
移
転
す
る
。

質
問
　
自
治
会
が
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
場
合
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
作
成
す
る
の
か
。

答
弁
　
設
置
及
び
運
営
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て

お
り
、
自
治
会
も
設
置
す
る
場

合
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
設
置
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

本
市
と
自
治
会
が
一
緒
に
な
っ

て
設
置
場
所
な
ど
を
精
査
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
①
平
成
27
年
度
か
ら
東

西
庁
舎
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
ワ
ゴ

ン
の
運
行
に
健
康
ド
ー
ム
を
加

え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
方
の
利
用
者
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
他
の

公
共
施
設
も
対
応
す
る
の
か
。

②
現
在
、
市
内
循
環
バ
ス
事
業

と
シ
ャ
ト
ル
ワ
ゴ
ン
運
行
事
業

の
2
つ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

後
、
2
つ
の
事
業
の
長
所
を
活

か
し
た
事
業
展
開
を
行
う
考
え

は
。

答
弁
　
①
利
用
者
は
運
行
開
始

か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

健
康
ド
ー
ム
行
き
は
、
多
く
の

市
民
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
試
験
的
に
運
行
し
、
今
後
、

他
の
施
設
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

順
次
、
検
討
し
て
い
く
。

②
市
内
循
環
バ
ス
と
シ
ャ
ト
ル

ワ
ゴ
ン
の
事
業
は
別
の
事
業
で

あ
る
。

　
市
内
循
環
バ
ス
は
、
市
民
の

足
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
ワ
ゴ
ン

は
、
東
西
分
庁
方
式
の
業
務
に

対
す
る
市
民
の
利
便
性
の
た
め

運
行
し
、
空
席
を
職
員
が
利
用

す
る
こ
と
で
、
公
用
車
の
移
動

を
減
ら
し
経
費
の
節
減
を
し
て

い
る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
目
的
に
沿
っ
た
運
行
を
し
て

い
く
。

質
問
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
事
業
の
推
進
体
制
は
、

経
営
企
画
課
、
総
務
課
、
財
政

課
の
3
課
で
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
。

答
弁
　
今
あ
る
公
共
施
設
及
び

道
路
、
橋
な
ど
の
基
盤
を
含
め

た
全
て
を
管
理
し
て
い
く
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
今

後
、
総
務
課
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
3
課
が
共

同
で
統
合
・
廃
合
な
ど
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
。

　予算特別委員会：平成27年度一般会計予算
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審査報告②

質
問
　
生
活
保
護
事
業
に
お
け

る
医
療
費
扶
助
の
経
費
削
減
の

た
め
、
国
か
ら
、
安
価
な
後
発

医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
の

使
用
を
促
進
す
る
よ
う
通
知
が

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
指

導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
年
に
1
回
、
全
受
給
世

帯
に
対
し
、
後
発
医
薬
品
を
使

用
す
る
よ
う
通
知
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
窓
口
に
お
い
て
も
、

医
療
券
の
受
け
取
り
な
ど
の
際

に
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
本
市
の
単
身
世
帯
に
お

け
る
生
活
扶
助
は
、
月
額
、
ど

れ
だ
け
支
給
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
年
齢
要
件
な
ど
で
支
給

額
が
異
な
る
が
、
65
歳
の
高
齢

の
方
を
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
計

算
し
た
場
合
、
最
低
生
活
費
は
、

約
9
万
円
と
な
る
。

質
問
　
救
急
医
療
に
お
け
る
2

次
救
急
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

1
期
及
び
2
期
の
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答
弁
　
2
次
救
急
整
備
事
業
は
、

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者

へ
の
救
急
医
療
及
び
高
度
医
療

を
確
保
す
る
た
め
、
医
療
機
器

の
購
入
費
を
2
市
1
町
で
補
助

す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
第

1
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
に
執
行
済
で
あ
る
。
平
成
27

年
度
の
第
2
期
は
、①
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
な
ど
7
品
目
を
予

定
し
て
お
り
、
2
市
1
町
の
負

担
割
合
と
し
て
補
助
対
象
経
費

の
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
本
市
が
負

担
し
、
5
年
で
償
還
す
る
。

質
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
個
室
の
設
置
や
事

務
室
の
拡
張
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
計
画
内

容
は
。

答
弁
　
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
事
務
室
と
の
一
体
化
を
図
り
、

効
果
的
に
運
用
す
る
。
事
務
室

西
側
に
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
部
分
を

相
談
室
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
に
お
け
る
定
員
が
平
成
26
年

度
と
同
様
、
4
名
と
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が

猛
威
を
ふ
る
っ
た
場
合
は
、
対

応
で
き
な
い
時
期
が
あ
る
の
で

は
。

答
弁
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
時

期
な
ど
は
、
患
者
数
が
多
く
受

け
入
れ
困
難
に
な
る
状
況
で
あ

る
。
そ
の
場
合
は
、
先
着
順
で

対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

及
び
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

費
が
、
平
成
26
年
度
よ
り
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
自
治
会
か
ら

の
要
望
が
減
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
な
か
、
な
ぜ
予
算
が
減

る
の
か
。

答
弁
　
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
並

み
と
な
っ
て
い
る
。
道
路
橋

り
ょ
う
新
設
改
良
費
に
つ
い
て

は
、
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

例
年
（
過
去
4
年
平
均
）
の
予

算
か
ら
す
る
と
上
回
っ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
予
算
で
は
あ
る
が
、

自
治
会
の
要
望
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
は
、
一
つ
で
も
多
く

応
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易

振
興
機
構
）
の
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
負
担
金
を
支
出
す
る
こ
と
で
、

本
市
に
ど
の
よ
う
な
形
で
協
力

が
得
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
　
本
市
か
ら
ジ
ェ
ト
ロ
へ

沖
村
西
部
地
区
の
開
発
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
、
ま
た
、
ジ
ェ

ト
ロ
か
ら
も
海
外
の
企
業
に
関

す
る
情
報
提
供
を
受
け
る
。

〜主な議案質疑の
　　内容を紹介します〜

　予算特別委員会：平成27年度一般会計予算

用
語
説
明

①
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C‌

T

　
臓
器
等
を
縦
・
横
か
ら
撮

影
し
、
立
体
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
機
器
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委員会における

質
問
　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

市
民
の
方
よ
り
市
外
の
方
に
知

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

市
民
の
方
の
関
心
を
集
め
る
た

め
、
市
制
10
周
年
に
絡
め
た
企

画
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
何
か

考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
歴
史
民
俗
資
料
館
に
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
開

催
し
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
教
員
と
な
り
生
徒
や
親

と
関
わ
る
な
か
で
う
つ
病
に
な

る
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
教
員
を
目
指
す

方
た
ち
を
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

教
室
の
補
助
員
と
し
て
配
置
し
、

教
員
を
目
指
す
た
め
の
勉
強
の

場
と
し
て
提
供
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
現
在
、
市
内
に
在
住
で

教
員
を
目
指
す
方
々
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
場

で
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。今
後
、ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
教
室
に
つ
い
て
も
、
勉
強
の

場
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
周

知
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
建
設
中
の
総
合
運
動
広

場
の
駐
車
台
数
は
、
58
台
で
あ

る
が
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
路
上
駐
車
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
局
の
考
え
は
。

答
弁
　
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
に
応

じ
て
周
辺
に
あ
る
学
校
な
ど
を

臨
時
の
駐
車
場
と
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

質
問
　
市
民
プ
ー
ル
の
老
朽
化

は
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
題
が

あ
り
、
平
成
28
年
度
に
閉
鎖
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
閉
鎖
と
な
る
プ
ー
ル
に

平
成
27
年
度
の
施
設
整
備
費
と

し
て
5
0
0
万
円
か
け
る
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
当
局

の
見
解
は
。

答
弁
　
閉
鎖
に
向
け
て
、
地
域

や
各
学
校
へ
の
周
知
期
間
が
必

要
と
な
る
た
め
、
平
成
27
年
度

は
、
周
知
期
間
と
し
て
開
場
す

る
予
定
で
あ
る
。

▼�

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

質
問
　
今
回
、
歳
入
歳
出
と
も

大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

負
担
増
と
な
る
国
民
健
康
保
険

税
の
改
正
は
、
必
要
な
か
っ
た

の
で
は
。

答
弁
　
減
額
は
、
療
養
給
付
費

等
交
付
金
と
し
て
支
払
基
金
か

ら
交
付
さ
れ
る
退
職
被
保
険
者

療
養
給
付
金
の
減
額
分
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

▼�

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

質
問
　
退
職
者
被
保
険
者
数
が

随
分
減
っ
て
い
る
。
原
因
は
何

か
。

答
弁
　
退
職
後
、
社
会
保
険
に

加
入
さ
れ
る
方
の
増
加
に
伴
い
、

加
入
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た

め
、
年
々
、
減
少
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
創

設
さ
れ
た
前
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
も
、
経
過
措
置
と

し
て
平
成
26
年
度
ま
で
は
、
退

職
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
新
規
加

入
者
が
な
く
な
る
た
め
、
減
少

し
て
い
る
。

　予算特別委員会：平成27年度一般会計予算
　　　　　　　　　平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　　　　　　　　　平成27年度国民健康保険特別会計予算

歴史民俗資料館

市民プール
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審査報告③ 〜主な議案質疑の
　　内容を紹介します〜

　予 算 特 別 委 員 会：平成27年度国民健康保険特別会計予算
　　　　　　　　　　：平成27年度後期高齢者医療特別会計予算
　　　　　　　　　　：平成27年度介護保険特別会計予算
　　　　　　　　　　：平成27年度西春駅西土地区画整理事業特別会計予算
　　　　　　　　　　：平成27年度公共下水道特別会計予算
　福祉教育常任委員会：北名古屋市地域福祉計画策定委員会条例の制定
　　　　　　　　　　：北名古屋市介護保険条例の一部改正

質
問
　
本
市
の
出
生
率
は
、
上

が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
保
険

給
付
費
に
お
け
る
出
産
育
児
一

時
金
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
出
産
育
児
一
時
金
の
件

数
は
、
国
民
健
康
保
険
で
は
減

少
し
、
予
算
は
減
額
し
て
い
る

が
、
予
定
件
数
よ
り
増
え
た
場

合
は
、
保
険
給
付
費
で
対
応
す

る
。

▼�
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

質
問
　
保
険
料
の
支
払
い
で
収

入
が
限
ら
れ
た
高
齢
者
は
大
変

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
保
険
料
の
軽
減
措
置
が

あ
り
、
収
入
に
応
じ
て
9
割
軽

減
、
8
・
5
割
軽
減
、
5
割
軽

減
、
2
割
軽
減
を
適
用
し
、
納

税
者
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い

る
。

▼�

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

質
問
　
介
護
認
定
審
査
会
の
メ

ン
バ
ー
の
構
成
は
。

答
弁
　
医
師
会
の
医
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
社
会
福
祉
士

な
ど
の
専
門
職
5
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

質
問
　
国
の
軽
減
施
策
の
負
担

を
計
上
し
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
国
の
施
策
で
あ
れ

ば
、
国
が
全
て
負
担
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁
　
本
市
と
し
て
は
、
低
所

得
者
に
対
し
て
負
担
軽
減
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た

め
、
予
算
計
上
し
て
い
る
。

▼�
平
成
27
年
度
西
春
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予

算
質
問
　
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
9
名
は
、
ど
う
よ
う
な
構

成
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
土
地
区
画
整
理
法
に
よ

り
、
土
地
の
所
有
者
及
び
借
地

権
者
か
ら
選
挙
で
選
ん
で
い
る
。

▼�

平
成
27
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

質
問
　
公
債
費
が
毎
年
増
え
て

い
る
。
下
水
道
事
業
に
お
け
る

元
金
償
還
計
画
に
基
づ
き
、
償

還
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
完
了
は
い
つ
ご
ろ
に
な

る
の
か
。

答
弁
　
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

は
、
平
成
63
年
度
を
目
途
に
完

了
し
、
元
金
の
償
還
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
、
30
年
後
ま
で
続

く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

▼�

北
名
古
屋
市
地
域
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
条
例
の
制
定

質
問
　
地
域
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答
弁
　
民
生
委
員
協
議
会
、
自

治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
小
中
学
校
の
関
係
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
等
の
代
表

者
を
予
定
し
て
い
る
。

▼�

北
名
古
屋
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

質
問
　
介
護
保
険
料
の
所
得
段

階
で
第
1
段
階
の
基
準
額
が
現

在
0
・
45
と
な
っ
て
い
る
。
国

の
施
策
で
は
0
・
3
ま
で
引
き

下
げ
る
予
定
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁
　
消
費
税
が
10
パ
ー
セ
ン

ト
に
増
税
さ
れ
た
場
合
は
第
1

段
階
を
0
・
3
に
軽
減
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
消
費
税
見
送

り
に
よ
り
、
国
が
保
留
し
た
。
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委員会における
　福祉教育常任委員会：北名古屋市子どものための教育・保育に係る利用者負担額等に関する条例の制定
　　　　　　　　　　：北名古屋市保育所条例の一部改正
　建 設 常 任 委 員 会：北名古屋市消防団条例の一部改正
　総 務 常 任 委 員 会：北名古屋市行政手続条例の一部改正
　　　　　　　　　　：北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
　　　　　　　　　　：集団的自衛権行使容認の閣議決定の取り消しを求める請願書

▼�

北
名
古
屋
市
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
に
係
る
利
用

者
負
担
額
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定

質
問
　
16
歳
未
満
を
対
象
と
す

る
年
少
扶
養
の
控
除
の
み
な
し

適
用
に
つ
い
て
、
来
年
度
も
こ

の
方
法
に
よ
っ
て
保
育
料
を
算

出
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
、

あ
ら
か
じ
め
廃
止
前
の
年
少
扶

養
控
除
を
反
映
さ
せ
、
階
層
区

分
を
決
定
し
て
い
る
の
で
、
み

な
し
の
取
扱
い
は
行
わ
な
い
。

▼�

北
名
古
屋
市
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正

質
問
　
能
田
、
久
地
野
、
鹿
田

南
、
西
之
保
の
保
育
園
で
は
、

定
員
が
増
え
て
い
る
。
子
ど
も

の
増
加
に
伴
い
、
保
育
士
の
数

も
増
え
る
の
か
。

答
弁
　
今
回
の
改
正
は
、
既
に

弾
力
的
に
子
ど
も
を
受
け
入
れ

て
い
る
現
状
に
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
保
育
士
を
増
員
す
る

も
の
で
は
な
い
。

建
設
常
任
委
員
会

▼�

北
名
古
屋
市
消
防
団
条
例
の

一
部
改
正

質
問
　
消
防
団
補
強
の
た
め
、

若
い
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
改
正
で
あ
る
が
、
何
人
程
度

の
加
入
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
具
体
的
な
数
字
は
言
え

な
い
が
、
名
古
屋
芸
術
大
学
で
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す

る
学
生
が
お
り
、
そ
う
い
っ
た

学
生
に
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　
入
団
さ
れ
た
場
合
は
、

既
存
の
6
分
団
で
対
応
す
る
の

か
、
新
た
に
分
団
を
作
る
の
か
。

答
弁
　
機
能
別
消
防
団
員
と
し

て
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
、
活

動
内
容
に
応
じ
た
対
応
と
し
た

い
。

総
務
常
任
委
員
会

▼�

北
名
古
屋
市
行
政
手
続
条
例

の
一
部
改
正

質
問
　
他
県
の
事
例
で
行
政
が

正
し
い
こ
と
を
行
っ
て
い
て
も
、

係
争
で
負
け
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
こ
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
本
市
で
も
発
生
し
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

答
弁
　
適
正
で
あ
る
こ
と
を
前

面
に
出
し
て
係
争
す
る
。

▼�

北
名
古
屋
市
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

質
問
　
市
の
財
政
が
厳
し
い
な

か
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
財
政
が
厳
し
い
な
か
で

は
あ
る
が
、
本
市
は
も
と
も
と

低
い
額
と
な
っ
て
お
り
、
適
正

な
額
を
お
支
払
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

▼�

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
の
取
り
消
し
を
求

め
る
請
願
書

※�

答
弁
は
紹
介
議
員
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
日
本
独
自
で
自
国
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
集

団
的
自
衛
権
の
中
に
参
加
し
て
、

守
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
他
国

を
守
る
も
の
で
あ
る
。
国
防
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
　
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
い

な
く
て
も
、
自
衛
隊
が
海
外
で

他
国
の
武
力
行
使
に
参
加
す
る

こ
と
が
集
団
的
自
衛
権
で
あ
っ

て
、
自
国
の
自
衛
と
は
違
う
。

質
問
　
請
願
趣
旨
の
中
に
「
集

団
的
自
衛
権
に
よ
る
武
力
行
使

は
限
定
的
な
も
の
と
の
政
府
の

説
明
と
は
反
対
に
」
と
あ
る
が
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
限
定

的
条
件
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
か
。

答
弁
　
自
衛
隊
が
武
力
を
も
っ

て
任
務
に
あ
た
る
と
い
う
話
が

出
て
い
る
。
国
際
紛
争
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
で
解
決
し
て
い

く
の
が
日
本
外
交
の
方
針
と
考

え
る
。
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第一回定例会　◇上程議案とその審議結果◇
北名古屋市公告式条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市情報公開条例及び北名古屋市個人情報保護条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市行政手続条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の廃止について 原案可決 賛成多数

北名古屋市統括参事の設置に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の制定について 原案可決 賛成多数

北名古屋市教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について 原案可決 賛成多数

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

平成26年度北名古屋市一般会計補正予算（第4号）について 原案可決 全員賛成

平成27年度北名古屋市一般会計予算について 原案可決 賛成多数

平成27年度北名古屋市土地取得特別会計予算について 原案可決 全員賛成

平成27年度における固定資産税等に係る納期の特例に関する条例の制定について 原案可決 全員賛成

北名古屋市消防団条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

平成26年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について 原案可決 全員賛成

平成26年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 全員賛成

平成27年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について 原案可決 賛成多数

平成27年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 賛成多数

平成26年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 全員賛成

平成27年度北名古屋市介護保険特別会計予算について 原案可決 賛成多数

北名古屋市地域福祉計画策定委員会条例の制定について 原案可決 全員賛成

北名古屋市地域包括ケアシステム推進協議会条例の制定について 原案可決 全員賛成
北名古屋市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 全員賛成

北名古屋市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定について 原案可決 全員賛成

北名古屋市介護保険条例の一部改正について 原案可決 賛成多数
北名古屋市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関
する基準を定める条例の一部改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について 原案可決 全員賛成

北名古屋市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
について

原案可決 全員賛成

北名古屋市子どものための教育・保育に係る利用者負担額等に関する条例の制定について 原案可決 賛成多数

北名古屋市保育所条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市児童館の設置及び管理に関する条例等の一部改正について 原案可決 全員賛成

平成26年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 全員賛成

平成26年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 全員賛成

平成27年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計予算について 原案可決 全員賛成

平成27年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について 原案可決 全員賛成

市道路線の認定及び廃止について 原案可決 全員賛成

北名古屋市教育委員会の委員の定数を増加する条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決 全員賛成

愛日地方教育事務協議会規約の変更について 原案可決 賛成多数

北名古屋市議会委員会条例の一部改正について 原案可決 賛成多数

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見書の提出について 原案可決 全員賛成
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代 表 質 問
市政クラブ

牧 野　孝 治

施政方針について
①�　（仮称）北名古屋清掃工場建設について、平成25年8月、本市、豊山町、北名古屋衛生組合は連名で
名古屋市に対し、無償で土地提供を受ける名古屋市の利益ははかり知れないことを認識し、地元自治
体の声に真摯に対応するよう要望書を提出した。同年9月には、名古屋市から協定書に基づき連携を図
りながら円滑に進めたい旨の回答がなされたものの、具体的な内容には触れられていなかった。今日
までに有益となる進展はあったか。また、建設予定地の自治体として、どのような対応をしていくのか。

②�　施政方針の中で、名古屋市を含む近隣の団体と連携し、心豊かな生活を送ることのできる中部圏の
形成のために取り組む1年にしたいとある。特に名古屋市の力を借りて一体的に都市基盤を整備するこ
とについて、どのような考えを持っているのか。合併に向けて進むということも一つの選択肢として
考えているのか。

③�　徳重・名古屋芸大駅周辺から西春駅周辺の区間を鉄道連続立体交差事業として愛知県が鉄道高架の
概略設計を行っている。さらに、本市鉄道周辺まちづくり構想をもとに実施方針などの検討を進めて
いると聞いている。この事業は、本市の主要施策であるが、実現に向けた市長の決意は。

市�　長　①　第2次愛知県ごみ焼却処理広域化計画に基づき、本市、名古屋市、豊山町、北名古屋衛生組
合が共同で、効率的に生活ごみを処理しようとするもので、極めて重要な事業である。平成32年の稼
働を目指し、折衝を重ねているが具体的に示す段階には至っていない。この計画が具体化されていく
中で、名古屋市の職員が議会や市民の皆様に工場建設計画を説明する機会を増やしていきたいと考え
ており、名古屋市と良好な関係を保ちながら新工場建設に向け取り組んでいきたい。

②�　近い将来、増加を続けている本市の人口もピークを迎え、他の地域と同様に人口減少に転じると推
測しており、相対的な生産年齢人口の減少により、様々な課題が浮き彫りになるものと考える。迫り
くる人口減少の流れを前に、近隣自治体と歩調を合わせ、目的を達成する有効な手立てを講じていく
延長線上に、道州制や新たな大都市制度を見据え、より広域な自治体連携、新たな枠組みによる市町
村合併といった選択を迫られる時期がやってくると思われる。本市は主導的立場にあるわけではないが、
速やかに対応できる体制を整えていかなければならないと考
えている。

③�　鉄道高架化と周辺まちづくりは、莫大な費用と時間を要す
る事業である。そこで、一、まちづくりと連携して、鉄道の
連続立体交差化を図る。二、まちづくりは、市の体力を踏ま
え段階的にする。三、徳重・名古屋芸大駅周辺から整備を進
める。の3つの実施方針を策定した。今後は、この実施方針を
もとに市民の皆様の声を聞きながら、鉄道高架化によるまち
づくりと交通対策の実現化を図っていきたい。
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代 表 質 問
公明党

間 宮　文 枝

施政方針について
①　目指すべき将来の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と実現に向けた5か年の
目標や施策を掲示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定され、地方創生が始動する。
市長の見解とその方向性は。

②　消費税を財源として、社会全体で子育てを支える新たな
制度が4月からスタートする。環境整備の現状と今後の考
えは。

③　教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、地
方教育行政における責任の明確化や迅速な危機管理体制の
構築、首長との連携の強化を図るため、地方教育行政法が
改正され、教育行政の大きな転換期を迎える。こうした制
度改革に対する認識と今後の対応は。

④　子どもを取り巻く環境は年々悪化している。子どもの命
を守るため、行政は情報と危機感を共有し、速やかに対策
を考える必要がある。今後の考えは。

市　長　①　本市の実情に応じた実効性の高い総合戦略を策定したい。交通の利便性を活かし、子育て、
教育環境のさらなる整備によって、住み続けたいと思える住環境づくりに繋がるものと考える。また、
グローバル化社会に対応できる人材育成を図るため、小学校の休業日を活用した英語教室の開催などを、
特色あるまちづくりの一つとして展開したい。

②　新制度に対応するため、老朽化した保育施設の計画的な建て替え、保育を必要とする世帯で幼児期
の教育を希望する児童への対応のための幼稚園への一時預かり事業の委託、不足する3歳未満児の保育
実施と小規模保育事業による必要量の確保、児童クラブにおける受入れ拡大のための施設整備と新た
に予定する放課後子ども教室との一体的な実施などを計画している。また、発達障がいを含む対応困
難な子どもに適切な支援を行うための研究活動を継続しており、子どもに寄り添いながら主体的に保
育を考えられる保育士の育成を図っている。

③　教育委員会の審議の活性化を図り、迅速な危機管理体制を構築するための改正である。教育の根本
は不偏不党、公平・中立の立場にあり、政治的中立性が求められ、一貫した方針のもと、保護者や地
域住民の参加・参画を踏まえて行われるべきものと認識しており、ハード・ソフト両面で教育環境の
整備・充実に努める。

④　本市安全・安心なまちづくり協定に基づき、郵便局や新聞販売店などに情報を伝達し、監視などの
強化に努めている。さらに学校緊急メールシステムや愛知県警察のパネットあいちも活用しており、
子どもたちの安全が脅かされる緊迫性がある場合には、同報系防災行政無線による緊急放送も実施する。
今後も、情報提供手段の更さらなる多様化、迅速化に取り組む。
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代 表 質 問
日本共産党

大 原　久 直

施政方針について
①　政府が国会に提出を予定している安全保障関連法案に関し、日本周辺の有事を想定した米軍への後
方支援を定めた周辺事態法から、周辺という地理的な制約を取り払う考えを表明しており、本市民が
戦争がなく、平和に暮らすことを担保できなくなることを意味している。市長の見解は。

②　消費税の増税や、度重なる年金給付の引き下げにより、小売業や年金で生活してみえる方は大変な
状態となっている。こうした市民生活の実態について、市長の見解は。

③　市の職員は、全て正規職員であるべきと考える。市政運営の上で、職員に何を求め期待しているのか。
④　企業誘致について、周辺自治体に限らず、多くの自治体が発信している。本市の魅力をどのように語っ
ているか。

⑤　市内の道路の傷み具合は把握されているものと察する。今後の整備方針は。
⑥　勤務中の職員や小・中学生がクラブ活動の移動中、自転車事故で加害者となった場合の補償や保険、
救済についての考えは。

市　長　①　国政に関する見解は控えるが、国も地方も平和を望むという点においては同じであると受
け止めており、国の動向を注視していきたい。

②　個人事業主等の応援を目的とする小規模企業振興基本法が成立しており、本市も研究していく。また、
平成27年度にプレミアム付き商品券の発行を予定しており、市内での消費拡大はもとより、地元商業
の活性化につながるものと期待している。

③　市民ニーズが多様化する業務に対し、常勤、非常勤、再任用の職員が持ち味を生かせるよう、多様
な勤務形態により対応している。

④　本市の優位性は交通の利便性と好立地条件であり、最大のセールスポイントは、県内、内陸部の用
地として希少となる沖村西部地区開発事業であり、個々の民間開発に委ねるのではなく、行政主導型
で一団の産業用地として確保し、企業等が集積できるよう進めていくことである。

⑤　各地域の実情を踏まえ、毎年各自治会からの要望をもとに緊急性、必要性等を考慮し、整備を進め
ている。

⑥　職員の業務中の自転車事故については、加入する保険で対応する。小中学生は、学校管理下におけ
る自転車事故で加害者となった場合は、学校災害賠償補償保険の適用対象となる。

再
質
問

　�

　
平
和
と
命
と
暮
ら
し

を
守
る
施
策
が
大
事
で

あ
る
。
市
長
の
決
意
は
。

再
答
弁
（
市
長
）

　�

　
私
は
平
和
主
義
者
で

あ
る
。

北名古屋市議会だより15
平成27年５月１日（45号）



代
　
表
　
質
　
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

代 表 質 問
市民民主クラブ

松 田　　 功

平成27年度施政方針について
①　市政方針において、居住地として選ばれるまち、住んでよかったと言ってもらえるまちを目指して
きたとある。市制施行後10年を迎え、これらまちづくりの進捗状況は。

②　政府は地方創生に向け、地方に焦点を当てた施策を進めている。本市では、特色あるまちづくりに
向け、地域人材を育てる取り組みを展開とある。どのように進められるのか。

③　リニア中央新幹線の開業に向け、中部及び名古屋圏の都市変化に迅速に対応しなければならない。
地域の現状と将来への展開に向けた考えは。

④　大災害に備え、基金への積み増しを進めなければならない。今後の基金のあり方についての見解は。
⑤　子育てを取り巻く環境は変化している。子育て支援の企業側の応援体制の向上や、イクメンプロジェ
クト促進についての考えは。

⑥　経済的な困窮によって、子どもの健全な成長や自立が妨げられてはならない。特に生活保護世帯の
子どもへの学習支援を進めるべきではないか。

⑦　医師不足が地域医療の確保に大きな影響を及ぼしている。本市の現状と対策は。
⑧　南海トラフ地震の発生が危惧されている。安全・安心なまちづくりに向け、今後の液状化対策は。

市　長　①　市民融和を最重要課題として掲げ、まちづくりを
進めてきた。市の総合力も向上しており、総合計画が標榜す
るまちづくりの実現に向け、着実に展開されている。

②　協働による社会貢献に積極的に取り組んでいる方への支援
を通じて、地域人材を育成していく。

③　定住地として選択されるためには、働きながら子育て可能
な居住環境が必要となる。そのためには、本市単独ではなく、
この圏域全体の底上げが必要と考える。

④　必要不可欠な事業の財源が不足する場合に限り、基金から
の繰入金を計上し、執行残などは基金へ積み立て、安定した財源の確保に努める。

⑤　託児施設を設置した企業に、奨励金を交付するとともに、イクメンプロジェクト促進に向け、積極
的に情報発信を行う。

⑥　学校等関係機関と連携し、体制整備を進める必要がある。生活困窮者自立支援事業で取り組む任意
事業として研究していきたい。

⑦　本市では、病院などの設置状況から、充実した医療体制が保たれており、引き続き、西名古屋医師
会に隣接する医療圏の中村日赤・済生会・名鉄・小牧市民・西部医療センターの5病院による登録医制
による病診連携システムを支援していく。

⑧　今後も被害を最小限に抑える整備を推進するとともに、発生した場合の早期復旧に関し、関係機関
との連携を整えていく。
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民

生
委
員
、
自
治
会
長
等
に
呼
び

か
け
、
消
費
者
見
守
り
隊
サ

ポ
ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁
（
商
工
農
政
課
長
）

　
昨
今
の
消
費
相
談
の
内
容
は

複
雑
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

専
門
知
識
の
習
得
が
必
要
と
な

る
消
費
者
見
守
り
隊
サ
ポ
ー

タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
設
置

は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
現
在
、

高
齢
者
見
守
り
活
動
協
力
員
や

介
護
事
業
所
職
員
が
参
加
す
る

研
修
会
、
民
生
委
員
協
議
会
な

ど
の
会
議
に
お
い
て
、
悪
質
商

法
な
ど
の
最
新
情
報
や
基
本
的

対
応
の
周
知
や
注
意
喚
起
を
行

う
サ
ポ
ー
タ
ー
役
の
拡
大
を

図
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
高
齢
者

な
ど
の
身
近
な
方
に
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
変
有
効
な
方
法
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
、

市
、
警
察
等
関
係
機
関
と
連
携

し
、
消
費
者
被
害
に
遭
わ
な
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
窓
口
相

談
業
務
の
さ
ら
な
る
周
知
と
相

談
体
制
の
強
化
、
研
修
会
等
の

開
催
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
役
の
育

成
に
努
め
た
い
。

消
防
団
の
活
動
拠
点
の

整
備
に
つ
い
て

質
問

　
消
防
団
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、

組
織
の
拡
大
や
P‌
R
の
面
か
ら

も
、
消
防
団
詰
所
の
存
在
は
大

き
い
と
考
え
る
。
東
地
区
の
消

防
団
詰
所
は
東
庁
舎
の
消
防
車

庫
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鹿

田
坂
巻
地
区
で
公
園
整
備
を
目

的
に
寄
付
を
受
け
た
土
地
の
一

部
に
、
消
防
団
詰
所
を
含
む
複

合
施
設
の
建
設
を
考
え
る
。
備

蓄
倉
庫
の
機
能
を
持
た
せ
た
上

で
地
域
防
災
力
の
核
と
な
る
複

合
施
設
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
安
全
・
安
心
と
発
展
に

必
要
な
も
の
で
あ
る
。
災
害
時

に
お
い
て
も
避
難
場
所
に
な
る

防
災
公
園
と
し
て
、
ま
た
、
防

災
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
当
局
の
見
解
は
。

ま
た
、
名
古
屋
市
で
は
国
土
強

靭
化
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
市
は
今
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
推
進
に
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
次
長
）

　
東
地
区
の
消
防
団
の
活
動
拠

点
に
つ
い
て
は
、
消
防
車
両
3

台
を
保
有
す
る
車
庫
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
る
が
、
団
員

の
情
報
交
換
や
休
憩
す
る
場
所

が
な
く
、
長
時
間
の
災
害
に
対

応
す
る
機
能
は
備
わ
っ
て
い
な

い
。
災
害
時
に
お
け
る
分
団
の

活
動
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

団
員
の
士
気
向
上
、
地
域
住
民

の
安
心
感
、
地
域
の
防
災
意
識

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
東
地

区
の
活
動
拠
点
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
寄
付
さ
れ
た
土
地
も
視

野
に
入
れ
、
関
係
各
課
と
調
整

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

つ
い
て
は
、
愛
知
県
と
名
古
屋

市
が
国
か
ら
モ
デ
ル
団
体
に
選

定
さ
れ
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
を
策
定
中
で
あ
る
。
こ
の
計

画
は
、
総
合
計
画
、
地
域
防
災

計
画
な
ど
の
全
て
の
計
画
に
お

け
る
上
位
の
計
画
で
、
広
域
連

携
を
念
頭
に
置
い
た
計
画
と
考

え
て
お
り
、
愛
知
県
や
名
古
屋

市
の
計
画
、
近
隣
市
町
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
政
ク
ラ
ブ

神
田　
　

薫　

　
市
政
ク
ラ
ブ

桂
川　

将
典　

個
人
質
問
（
要
旨
）

そ
の
他
の
質
問

・�

い
ま
あ
る
緑
の
保
全
地
域

へ
の
奨
励
助
成
制
度
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

・�

消
防
団
員
の
団
員
数
と
構

成
の
推
移
に
つ
い
て

・�

消
防
団
の
拡
大
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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（
仮
称
）
総
合
運
動
広
場
周
辺

の
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問

　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
市
の
力

量
を
あ
ら
わ
す
顔
で
あ
る
。
他

市
で
も
周
辺
道
路
は
側
道
に
至

る
ま
で
整
備
が
行
き
届
い
て
い

る
。
そ
こ
で
次
の
4
点
に
対
す

る
当
局
の
考
え
は
。

①
運
動
広
場
に
接
す
る
道
路
の

側
溝
、
用
水
に
ふ
た
を
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
整
備
後
の

道
路
幅
員
は
4
・
8
メ
ー
ト
ル

よ
り
広
が
る
の
か
。

②
利
用
者
の
進
入
経
路
を
は
じ

め
周
辺
道
路
の
整
備
計
画
は
。

③
県
道
名
古
屋
外
環
状
線
の
信

号
機
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

④
平
成
25
年
、
運
動
広
場
建
設

に
伴
う
基
本
設
計
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
が
、
変
更
点
は
あ

る
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　
①
設
計
上
、
幅
員
を
6
メ
ー

ト
ル
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

健
康
快
適
都
市
北
名
古
屋
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

　
市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
も

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
次
の
2
点
に

対
す
る
見
解
は
。

①
救
急
医
療
、
健
康
診
査
・
健

康
づ
く
り
、予
防
接
種
、母
子
・

成
人
保
健
、
各
種
医
療
費
助
成

②
運
動
広
場
を
訪
れ
る
方
に
好

印
象
を
与
え
る
た
め
の
周
辺
環

境
整
備
は
、
本
市
の
評
価
を
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
い
ず
れ
は
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
毎
年
各
自
治
会
か
ら
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
一
部
し

か
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。市
民
に
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
生
活

道
路
の
整
備
を
優
先
し
た
い
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　
③
平
成
24
年
12
月
、
西
枇
杷

島
警
察
署
に
信
号
機
の
設
置
を

要
望
し
て
い
る
。
早
期
設
置
に

向
け
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
④
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
約

1
万
7
，
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
、
競
技
可
能
種
目
は
、
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
あ

る
。
夜
間
照
明
は
、
平
均
照
度

2
0
0
ル
ク
ス
で
高
さ
15
メ
ー

ト
ル
の
照
明
灯
を
6
基
設
置
す

る
。
施
設
外
周
に
は
高
さ
12

の
各
健
康
推
進
事
業
を
検
証
し
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
事
業
を

推
進
す
る
考
え
は
。

②
国
民
健
康
保
険
は
、
市
民
の

健
康
管
理
を
進
め
て
い
く
う
え

で
、
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
国

保
税
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
面
、

ま
た
、
医
療
費
の
動
向
を
中
心

と
し
た
歳
出
面
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
市
民
健
康
部
長
）

　
①
限
ら
れ
た
市
の
財
政
状
況

の
中
、
健
康
事
業
を
効
果
的
に

す
る
に
は
、
市
民
自
ら
が
自
分

の
健
康
を
守
る
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
う
し
た

視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大

切
に
し
た
い
。
ま
た
、
既
存
の

事
業
を
漫
然
と
展
開
す
る
の
で

は
な
く
、
費
用
対
効
果
を
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、
進
め
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
健
康

寿
命
の
延
伸
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
健
康
ド
ー
ム
を
健
康
づ
く

り
の
拠
点
施
設
と
し
て
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
支

援
し
た
い
。

②
平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県

メ
ー
ト
ル
の
防
球
、
防
砂
、
遮

光
ネ
ッ
ト
を
併
張
す
る
。
非
常

用
防
災
ト
イ
レ
マ
ン
ホ
ー
ル
を

5
基
設
置
し
、
鉄
骨
造
平
家
建

て
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
築
す

る
も
の
で
、
大
き
な
変
更
点
は

な
い
。

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

る
広
域
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

税
率
な
ど
を
含
め
た
円
滑
な
移

行
に
向
け
、
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
大
学
や
市
民
団
体

と
も
連
携
し
、
健
康
寿
命
延
伸

に
向
け
た
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

再
質
問

　
市
民
が
健
康
に
な
れ
ば
、
財

政
上
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

市
を
挙
げ
て
健
康
づ
く
り
に
取

組
む
考
え
は
。

再
答
弁
（
市
民
健
康
部
長
）

　
地
道
に
粘
り
強
く
事
業
を
進

め
る
中
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
常

に
5
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え

た
健
康
事
業
を
展
開
し
た
い
。

　
市
政
ク
ラ
ブ

山
下　

隆
義　

　
市
政
ク
ラ
ブ

永
津　

正
和　

そ
の
他
の
質
問

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

の
行
政
対
応
に
つ
い
て
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代
読
・
代
筆
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て

質
問

　
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
は
、
障
害

を
有
す
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮

を
行
う
こ
と
が
法
的
に
義
務
付

け
ら
れ
る
。
次
の
3
点
に
対
す

る
当
局
の
見
解
は
。

①
視
覚
の
障
害
、
視
力
低
下
、

高
齢
者
の
方
な
ど
、
読
み
書
き

に
支
障
が
あ
る
方
の
現
状
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
対

応
を
し
て
い
る
か
。

②
視
覚
に
障
害
を
有
す
る
方
や

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
ま
ち
づ
く
り
を

質
問

　
本
市
の
取
り
組
み
に
対
し
、

国
政
が
対
流
と
な
り
、
市
民
の

願
う
暮
ら
し
と
離
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
る
。
公
共
施
設
は
拠

点
に
集
約
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
は
都
道
府
県
に

移
管
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
集

約
さ
れ
る
。
地
方
創
生
と
い
う

名
の
も
と
に
、
地
方
の
切
り
捨

て
を
進
め
、
自
治
体
の
新
た
な

編
成
や
道
州
制
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
。
社
会
保
障
費
削
減

の
な
か
、
行
政
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治

体
が
福
祉
の
と
り
で
と
し
て
果

た
す
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

高
齢
者
へ
の
読
み
書
き
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
、
守
秘
義
務

や
読
み
書
き
支
援
の
技
術
な
ど

を
身
に
つ
け
た
代
読
・
代
筆
支

援
員
を
育
成
す
る
考
え
は
。

③
専
門
的
技
能
を
習
得
し
た
代

読
・
代
筆
支
援
員
を
設
置
し
、

派
遣
を
行
う
考
え
は
。

答
弁
（
福
祉
部
長
）

　
①
読
み
書
き
に
支
障
が
あ
る

方
へ
の
支
援
は
、
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
自
宅
内
に
お
い

て
は
家
事
援
助
、
外
出
時
に
お

い
て
は
同
行
援
護
に
よ
り
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

②
既
存
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
連
、

連
携
も
含
め
、
代
読
・
代
筆
支

援
員
の
育
成
等
の
公
的
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

③
既
存
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
連
、

連
携
も
含
め
研
究
し
て
い
く
。

再
質
問

　
既
存
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁
（
統
括
参
事
）

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
地
方

創
生
へ
の
取
り
組
み
は
、
東
京

一
極
集
中
の
是
正
な
ど
国
全
体

の
課
題
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で

あ
る
。
地
方
は
顔
の
見
え
る
市

民
に
対
し
て
福
祉
増
進
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
自
治
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
心
配
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
本
市
は
ど
の
よ

う
な
社
会
情
勢
に
あ
っ
て
も
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、

と
り
わ
け
福
祉
分
野
に
お
い
て

は
厚
い
施
策
を
進
め
て
き
た
。

今
後
も
、
福
祉
の
と
り
で
と
し

て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

国
の
政
策
を
有
効
に
活
用
し
、

市
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　
合
併
特
例
債
に
よ
る
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
返
済
の

負
担
は
次
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
。
残
し
て
い
く
負
担
と
制

約
・
限
界
あ
る
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
次
世
代
の
市
民
に

伝
え
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
の
か
。

再
答
弁
（
福
祉
部
長
）

　
国
が
示
す
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
展
開
の
中

で
本
市
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も

の
を
取
り
入
れ
た
い
。

再
答
弁
（
統
括
参
事
）

　
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
は
確
実
に
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
信
念
の
も

と
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

再
々
質
問

　
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
は
、
現
場
と
の
距
離

が
で
き
、
市
民
の
声
が
反
映
し

づ
ら
く
な
る
。
職
員
の
育
成
や

市
民
協
働
の
取
り
組
み
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

再
々
答
弁
（
統
括
参
事
）

　
市
民
協
働
に
も
力
を
入
れ
、

着
実
に
行
政
が
推
進
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
。

　
公
明
党

齊
藤　

裕
美　

　
日
本
共
産
党

渡
邉
麻
衣
子　

そ
の
他
の
質
問

・�

市
民
が
願
う
子
育
て
支
援

の
充
実
を

・�

介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
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認
知
症
へ
の
更
な
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

　
本
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
数
、
性
別
や
年
代
や
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
状
況
は
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
へ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
継
続
的
に

行
い
、
次
の
段
階
へ
の
取
り
組

み
や
支
援
に
つ
な
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

答
弁
（
福
祉
部
次
長
）

　
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実

施
し
て
お
り
、
養
成
人
数
は
延

べ
1
万
1
7
6
人
で
あ
る
。
今

年
度
は
、
一
般
市
民
対
象
講
座

の
ほ
か
、
金
融
機
関
や
介
護
保

険
の
事
業
所
、
民
生
委
員
を
対

象
に
7
回
1
5
4
名
、
市
内
の

小
学
校
10
校
で
児
童
を
対
象
に

10
回
7
1
0
名
が
受
講
し
た
。

児
童
を
除
く
受
講
者
の
性
別
は
、

市
制
10
周
年
記
念
事
業
へ
の

市
民
参
加
に
つ
い
て

質
問

　
市
政
へ
の
市
民
の
距
離
を
感

じ
る
。
市
制
10
周
年
を
よ
り
市

民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
い
、

課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
機
会

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
市
制
10
周
年
記
念
事
業
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

②
市
制
10
周
年
記
念
事
業
に
際

し
、
ど
の
よ
う
に
市
民
参
画
を

促
し
て
い
く
か
。
ま
た
、
市
民

女
性
が
7
割
、
男
性
が
3
割
で
、

年
代
別
で
は
、
70
歳
以
上
が
5

割
、
60
歳
代
が
3
割
、
50
歳
代

が
1
割
、
49
歳
以
下
が
1
割
と
、

高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
市
民
へ
の
啓
発
と
併
せ

て
、
認
知
症
の
講
演
会
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　
50
代
以
下
や
子
育
て
世
代
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
少
な
い
。

高
齢
者
と
関
わ
り
を
持
つ
職
域

の
方
に
も
認
知
症
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

再
答
弁
（
福
祉
部
次
長
）

　
若
い
世
代
や
高
齢
者
と
接
す

る
機
会
の
多
い
事
業
所
な
ど
に
養

成
講
座
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　
介
護
予
防
事
業
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
の
運
営
の
た
め
、
更

な
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
考

え
は
。

の
さ
ら
な
る
市
政
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
、
合
併
10
年
の
検
証

と
と
も
に
市
民
意
識
の
調
査
を

行
う
考
え
は
。

答
弁
（
経
営
企
画
課
長
）

　
①
「
市
民
融
和
の
促
進
」、

「
郷
土
愛
の
醸
成
」、「
未
来
へ

の
飛
躍
」
を
3
つ
の
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
、
記
念
事
業
を
推
進

す
る
。
今
後
は
、
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
市
全
体
の
機
運
を

高
め
た
い
。
ま
た
、
平
成
28
年

3
月
20
日
の
記
念
式
典
を
皮
切

り
に
、
1
年
間
に
渡
り
開
催
す

る
記
念
事
業
で
は
、
市
民
に
働

き
か
け
、
一
体
感
や
祝
祭
感
を

創
出
し
た
い
。

②
市
民
の
理
解
や
協
力
を
得
て
、

と
も
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
各
事
業
を
展
開

し
て
い
く
中
で
、
人
と
人
と
の

交
流
や
き
ず
な
を
育
て
、
市
民

活
動
を
活
性
化
し
た
い
。
ま
た

平
成
27
年
度
に
地
方
版
総
合
戦

略
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

市
の
現
況
を
振
り
返
る
中
で
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

た
い
。

再
々
答
弁
（
福
祉
部
次
長
）

　
講
習
会
を
受
講
い
た
だ
く
な

ど
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

再
質
問

　
様
々
な
制
限
の
な
か
、
若
い

職
員
に
よ
る
取
り
組
み
も
あ
る
。

こ
う
し
た
経
験
が
将
来
的
に
も

活
か
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
当

局
の
見
解
は
。

再
答
弁
（
経
営
企
画
課
長
）

　
記
念
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

職
員
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
若

い
職
員
か
ら
も
多
く
の
提
案
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
提
案
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
若
い
世
代
と

一
緒
に
事
業
展
開
を
目
指
す
。

　
市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野　

雅
美　

　
無
会
派

阿
部　

武
史　

そ
の
他
の
質
問

・�

教
育
現
場
で
の
携
帯
電
話

等
の
危
険
性
・
有
用
性
に

つ
い
て

・�

収
納
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
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市議会からのお知らせ

市議会を傍聴してみませんか。
　本会議、常任委員会、特別委員会は、一般に公開されており、傍聴することができます。
　皆さんの生活に直結した重要な事項などが審議されています。
　傍聴の手続きなど、詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。
インターネットで市議会の録画中継が視聴できます。
　傍聴にいけない方も市のホームページにアクセスしてい
ただければ会議の様子が視聴できます。ぜひ、ご利用くだ
さい。
会議録検索システムをご利用ください。
　市議会では、会議録検索システムを導入しております。
　本会議などの会議録を市のホームページからアクセスし
ていただければご覧いただけます。ぜひ、ご利用ください。
市のホームページアドレス　http：//www.city.kitanagoya.lg.jp
【お問い合わせ先】　☎（0568）22-1111　議会事務局　内線3413

外
国
人
に
対
す
る

生
活
保
護
支
給
に
つ
い
て

質
問

　
①
本
市
に
お
け
る
外
国
人
生

活
保
護
受
給
者
及
び
世
帯
数
は
。

②
2
0
1
4
年
7
月
に
、
永
住

外
国
人
は
生
活
保
護
受
給
の
対

象
で
は
な
い
と
の
最
高
裁
の
判

決
が
出
た
。
判
決
以
降
も
外
国

人
に
生
活
保
護
を
支
給
す
る
こ

と
は
、
判
決
に
反
す
る
行
為
で

は
な
い
か
。

答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　
①
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在

に
お
け
る
外
国
人
被
保
護
者
数

は
、
12
世
帯
19
人
で
あ
る
。

②
外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
考

え
方
は
、
法
律
上
の
権
利
と
し

て
保
障
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
昭

和
29
年
の
厚
生
省
社
会
局
長
通

知
の
と
お
り
取
り
扱
い
を
し
て

い
る
。
生
活
保
護
法
に
基
づ
く

受
給
権
が
な
い
と
最
高
裁
で
判

示
さ
れ
て
も
、
従
来
か
ら
受
給

権
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
行
政

措
置
を
行
っ
て
お
り
、
永
住
者

や
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
永
住

者
の
配
偶
者
等
や
定
住
者
、
特

別
永
住
者
、
認
定
難
民
に
限
り

準
用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
人
道
的
措
置
と
し
て
、

永
住
外
国
人
に
つ
い
て
生
活
保

護
に
準
じ
た
行
政
措
置
を
行
う

方
針
で
あ
る
。

再
質
問

　
本
市
に
お
け
る
外
国
人
の
生

活
保
護
は
、①
自
治
事
務
と
し
て

の
取
り
扱
い
か
、
そ
れ
と
も
国

の
②

法
定
受
託
事
務
と
し
て
の

取
り
扱
い
か
。

再
答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　
本
市
福
祉
事
務
所
に
お
い
て

は
、
厚
生
省
社
会
局
長
通
知
の

と
お
り
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

再
々
質
問

　
今
後
も
外
国
人
へ
の
生
活
保

護
支
給
を
続
け
る
の
か
。

再
々
答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　
国
の
通
知
に
基
づ
き
、
外
国

人
の
生
活
保
護
の
取
り
扱
い
を

進
め
る
。

　
無
会
派

梅
村　

真
史　

用
語
説
明

①
自
治
事
務

　
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て

独
自
に
執
り
行
う
事
務

②
法
定
受
託
事
務

　
国
ま
た
は
都
道
府
県
が
法

令
に
よ
っ
て
自
治
体
に
委
託

す
る
事
務
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市のホームページからも議会だよりが閲覧できます。 http://www.city.kitanagoya.lg.jp

再生紙を使用しています。
大気汚染防止のため植物油インキを使用しています。

　平成27年1月28日に行われました市議会モニター選考会で8名の方が選考され、4月1日に議長よ
り委嘱状が伝達されました。
　今回、委嘱されました市議会モニター8名の方からご提案・ご意見などをいただき、市民に親し
まれる開かれた市議会を目指していきます。
　　【平成27年度市議会モニター】（敬称略・五十音順）
　　　　小　栗　淑　子　（中之郷）　　　　倉　石　朝　男　（鹿田）
　　　　佐　藤　　　久　（鹿田）　　　　　鈴　木　伯　男　（西之保）
　　　　田　中　繁　行　（片場）　　　　　寺　尾　允　良　（鹿田）
　　　　名　和　順　一　（弥勒寺東）　　　平　岩　和　子　（鹿田）　　　

平成27年度市議会モニターに8名の方が委嘱されました

議
会
活
動
報
告

2
月
2
日
　
議
員
研
修
会

　
　
4
日
　
新
人
議
員
研
修
会

　
　
5
日
　
群
馬
県
館
林
市
議
会
視
察

来
庁

　
　
6
日
　
愛
知
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会

　
　
10
日
　
京
都
府
与
謝
野
町
議
会

　
　
　
　
　
視
察
来
庁

　
　
13
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
16
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
17
日
　
全
国
市
議
会
議
員
共
済
会

代
議
員
会

　
　
18
日
　
北
名
古
屋
水
道
企
業
団

　
　
　
　
　
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
北
名
古
屋
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
議
会
定
例
会

　
　
19
日
　
西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

定
例
会

　
　
　
　
　
西
春
日
井
市
町
議
長
会

　
　
23
日
　
本
会
議

3
月
2
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
4
日
　
本
会
議

　
　
9
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
10
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
11
日
　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　
12
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
13
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
16
日
　
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業

等
検
討
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
17
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
選
考
会

　
　
19
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
本
会
議

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

4
月
1
日
　
議
会
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状

　
　
　
　
　
伝
達
式

　
　
7
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
13
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
14
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
15
日
　
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会

　
　
21
日
　
臨
時
会

　
　
　
　
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会

編
集
後
記

　
昨
年
の
改
選
に
よ
り
21

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

第
3
期
市
議
会
議
員
で
す

が
、
4
月
に
1
名
失
職
し
、

今
後
は
20
人
で
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
市
民
に
親
し

ま
れ
る
開
か
れ
た
市
議

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

今
ま
で
以
上
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
8
月
1
日
号
よ
り

議
会
だ
よ
り
は
、
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
す
。

よ
り
見
や
す
い
紙
面
を
目

指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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